
大学名 鹿児島大学 （共同獣医学部） 第64号 特集テーマ「地域の中核となる大学」

別紙２

 日本トップクラスの畜産基地を構成す
る曽於市（そおし）と、アジアで初めて
欧州獣医学教育認証を取得した鹿児
島大学との連携により畜産獣医学の
教育研究拠点を整備。

 全国獣医系大学の学生に産業動物
の参加型臨床実習の場を提供。

 獣医師・畜産技術員・畜産農家を対
象に獣医療や畜産動物の飼養・衛生
管理に係る学び直しと自己研鑽の場
を提供。

 産学官連携による畜産振興を通じた
地域の活性化。

【取組み内容】
① 次世代モデル農場（牛・馬・鶏）の整備、実習・研修等の受入れ。
② 財部（たからべ）高校跡地空きスペースの有効活用 → レンタルラボやコワー

キングスペースの設置、畜産関係者への家畜防疫講習会、鹿児島大学の市
民公開講座を地域の方へ提供。

③ 拠点農場で生産される畜産加工品のブランド化事業。
④ 体験型修学旅行の誘致 → 乗馬や子牛への哺乳体験。
⑤ JR財部駅から拠点までの街並み活性化 → 宿泊施設誘致等。

 街の活気が戻ることを期待します！
 地元の高校生にも利用機会を！

（詳細は参考URLを）

関係者の声

表 題 産官学連携による畜産獣医学拠点整備を通じた地域産業の活性化

 南九州畜産獣医学拠点事業について｜産業・ビ
ジネス｜曽於市 (city.soo.kagoshima.jp)

 【獣医】南九州畜産獣医学拠点事業に係る合同記
者発表を実施 | トピックス | 国立大学法人 鹿児島
大学～進取の気風にあふれる総合大学～
(kagoshima-u.ac.jp)

参考ＵＲＬ

 年間２００名以上の畜産学・獣医学の学生を全国から受入れ → 人流増加による町の活性化。
 動物衛生学実習と産業動物参加型臨床実習のプログラムを実施 → 獣医師の職域偏在解消に貢献。
 JGAP審査認証機関の設置 →畜産農場の飼養衛生管理指導と、指導者(獣医畜産技術者）の養成。

https://www.city.soo.kagoshima.jp/sangyou_business/minamikyusyutikusan/juuigakukyoten.html
https://www.kagoshima-u.ac.jp/topics/2021/11/post-1843.html
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